
選任・解任 選任・解任 選任・解任

監査

連携

連携

監査

助言
・
指導

補佐

監査

会
計
監
査
人

顧
問
弁
護
士

監査役室

代表取締役

担当取締役

内部監査部門 各部署 法務部門

取締役会
取締役15人

（うち社外取締役5人）

監査役会
監査役4人

（うち社外監査役2人）

連携

株主総会

コーポレート・ガバナンスを経営上の重要課題とし
て認識し、取締役の責任および個別事業の責任体
制を明確にしています。今後も経営の透明性および
迅速性を確保していきます。

コーポレート・
ガバナンス

https://www.maruchan.co.jp/ir/management/
governance.html

東洋水産グループのコーポレート・ガバナンスの詳細につきましては、
下記アドレスよりご覧いただけます。

Corporate Governance

コーポレート・ガバナンス体制
（2023年6月22日株主総会後）

東洋水産グループは、的確迅速な企業意思の決定
が今後の企業成長を左右するものと認識しています。
また、コーポレート・ガバナンスの強化および充実を
経営上の重要課題と認識し、取締役の責任および個
別事業の責任体制を明確にすること、並びにコンプラ
イアンスの強化が重要であると考えています。今後も
経営の透明性および迅速性を確保し、コーポレート・
ガバナンスの強化および充実を目指してまいります。
なお、コーポレート・ガバナンスに対する当社の方

針についてはコーポレートガバナンス・ガイドラインを
定め、当社ウェブサイト等で開示しています。

取締役および社員が企業倫理や社会的責任の重
要性を認識し、関連法規および各種規定を順守する
ために内部統制システムを構築しており、業務が適
切かつ効率よく実行されるように常に見直しを行って
います。リスク管理については、内在するリスクを把
握・分析・評価した上で適切に対策を実施しています。

法令違反や社内不正等、コンプライアンスに違反す
る行為の発生を防止または早期発見して是正すること
を目的に、内部通報制度「レポートライン」を設置して
います。一般窓口、監査役窓口と弁護士による外部窓
口を設置し、通報者に不利益がおよばない仕組みを構
築しています。

東洋水産グループでは、「コンプライアンスとは法
令のみならず社内ルール、良識・モラルといった社会
倫理、道徳なども含めて守ること」だと考えています。
そして、それを実践することが、「ステークホルダーの
信用・信頼に応えることにつながる」ということを、一
人ひとりに浸透させるため、国内グループでは以下の
活動を推進しています。

●�コンプライアンスマニュアルの周知・徹底
●��コンプライアンス勉強会の実施（全役職員対象、階
層別研修会参加者対象）

●��社内報やポスターを通じたコンプライアンスに関す
る啓発活動

基本的な考え方

内部通報制度コンプライアンス体制

内部統制システムとリスク管理
2022年度の全役職員を対象としたコンプライア
ンス勉強会では、他社の不祥事事例や、前年度の
勉強会アンケート結果等を用いて「働きやすい職
場とは」をテーマに実施しました。

TOPICS

通報❷ 回答❻

不正行為の発見❶

報告❸ 指示❹

調査❺

通報（相談）者

東洋水産（株）
代表取締役

レポートライン受付窓口
・一般窓口
・監査役窓口
・外部窓口（提携法律事務所）

● 内部通報制度の仕組み
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